
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和 5年度 工業科(ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ系・制御システム専科) 

 

教科 工 業 科目 
制御システム実習 

(制御Ⅰ) 

単位数 
6 単位 年次 2 年次 

使用教科書 なし 

副教材等 本校独自の教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・制御Ⅰでは、主にｼｰｹﾝｽ制御に関する実習を行います。 

・ｼｰｹﾝｽ制御とは、信号機やｴﾚﾍﾞｰﾀｰなどに使われており、現在の生活では無くてはならないものです。

これらの制御を学んでいき、制御の楽しさを学んでいきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展を担 

う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）ｼｰｹﾝｽ制御に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに，関連する技術を身に付

けるようにする。 

（2）ｼｰｹﾝｽ制御の技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力を養う。 

（3）ｼｰｹﾝｽ制御に関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態

度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

ｼｰｹﾝｽ制御に関する基本的な

知識と技術を身に付け、配線

や機器を扱い、適切な動きを

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる。 

社会の発展に繋がっている意

義や役割を理解し、安全に配

慮し、機器を制御する技能を

身に付けている。 

ｼｰｹﾝｽ制御の回路に関する効率

的な設計をめざして，広い視野

でとらえている。 

基礎的な知識と技術を活用し

てﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの設計を行い、考察

を行い適切に判断し，表現する

能力を身に付けている。 

ｼｰｹﾝｽ制御に対して興味・関心

を持ち，その技術向上をめざし

て意欲的に取り組む態度、粘り

強く考え問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり、社会

人として必要な実践的な態度

で評価・改善したりしようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

①
②
③ 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎 

1.ｼｰｹﾝｽ制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの 

基礎学習 

1)概要説明・機器説明 

2)基礎回路の学習 

3)ﾊ ﾟ ｿ ｺﾝを利用した制御   

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成 

a: ｼｰｹﾝｽ制御に関する基本的な

知識と技術を身に付け、配線や

機器を扱い、適切な動きをﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる。 

社会の発展に繋がっている  

意義や役割を理解し、安全に 

配慮し、機器を制御する技能を

身に付けている。 

b: ｼｰｹﾝｽ制御の回路に関する  

効率的な設計をめざして，広い

視野でとらえている。 

基礎的な知識と技術を活用し

てﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの設計を行い、考察

を行い適切に判断し，表現する

能力を身に付けている。 

c: ｼｰｹﾝｽ制御に対して興味・関心

を持ち，その技術向上をめざし

て意欲的に取り組む態度、粘り

強く考え問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり、社会

人として必要な実践的な態度

で評価・改善したりしようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

課題 

 

 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

課題 

 

観察 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 課題学習① 

  基礎回路の復習、基礎  

回路に条件を追加し動作

する制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成・

実施 
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④
⑤
⑥
⑦ 

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
応
用 

2.ｼｰｹﾝｽ制御ﾌﾟﾛｸ ﾞ ﾗﾑの   

応用学習 

1)各条件に従って動作を 

制御させるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成 

2)補助ﾘﾚｰ等の学習 

a: ｼｰｹﾝｽ制御に関する基本的な

知識と技術を身に付け、配線や

機器を扱い、適切な動きをﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできる。 

社会の発展に繋がっている  

意義や役割を理解し、安全に 

配慮し、機器を制御する技能を

身に付けている。 

b: ｼｰｹﾝｽ制御の回路に関する  

効率的な設計をめざして，広い

視野でとらえている。 

基礎的な知識と技術を活用し

てﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの設計を行い、考察

を行い適切に判断し，表現する

能力を身に付けている。 

c: ｼｰｹﾝｽ制御に対して興味・関心

を持ち，その技術向上をめざし

て意欲的に取り組む態度、粘り

強く考え問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり、社会

人として必要な実践的な態度

で評価・改善したりしようとし

ている。 

 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

課題 

 

 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

課題 

 

観察 

 

振り返り 

ｼｰﾄ 

 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

課題学習② 

複数の条件を整理し、

様々な動作を切替えなが

ら動作する制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの

作成・実施 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


